
寫
生

用

透
視
畫

法

　

二

眞

野

紀

太

郎

今
畫

者

は
、
坐

し

て

一
間

半

前

に

在

る

洋

書

を
寫

生

す

る

と

假

定

せ

よ
、
之

を

平

面

圖

に

て

示

せ

は
、第

五

圖

の

如

き

圖

形

と

な

る
、
A

は
畫

者

に

し

て
、
B

C

は

洋

書
、
D

E

は
畫

面

に

し

て
、
A
畫

者

よ

り

D

E
畫

面

迄

の

距

離

六

尺
、
D

E

よ

り

B

C

洋

書

迄

三

尺
、
且

洋

書

の

大

さ

は

C

B

一
尺
、
C

F

七

寸
、

厚

さ

五

寸

と

す
、之

を
畫

法

に

依

つ

て
畫

か

ん

と

す

れ

ば
、第

六

圖

の

如

く
、
D

E
線

を

引

き
、（此

線

は

后

に
畫

面

の

底

邊

と

成

る

べ

き

も

の
）次

に

H

L

水

平

線

を

引

く
、
之

の

場

合
、
畫
者

は

坐

し

て

居

る

故
、高

三

尺

即

中
視

線

上
、
G

よ

り

P

迄
、
P

を

通

し

て

H
L

を

引

き
、第

五

圖

の

P

A
（六

尺
）を
、
P
よ

り

S

P

に

量

り
、次

に

洋

書

の

位

置

は
、
畫
者

の

左

若

干

な

る
C
´
B
´
を
G

よ

り

左

に
C
´
B
´
と

記

す

、
又

本

の

厚

さ

も
、
C

Ḱ
、
B

J́

と

記
す

、斯

く

す

れ

ば
、
要

件

な

る
畫

者

の

高

さ
、
畫
面

と

の

距

離
、及

洋

書

の

位

置

等
、記

し

了

れ

る

も

の

な

り
、
爰
に

注

意

す

べ

き

は
、
如

何

に

し

て
、線

の
消

失
點

を

見

出

し

得

る

ゃ

の

問

題

で

あ

る
、之

に

付
き

、次

の

要

件

を

話

す

必

要

が

あ

る
、
總
て
畫

面

内

の

線

の
消

失
點

は
、
S

P



點（六

圖
）
よ

り
、其

方

向

と
仝

し

く

引
く

線

か
、
H
L

線

と

交

る
點

に

消

失

す

る

も

の

で

あ

る
、
即

ち

五

圖

の

洋

書

の
、
C
´
C
F

及

B
´

B

の

如

く
、
畫
面

内

直

角

の

方

向

に

あ

る

線

の
消

失
點

を

求

む

る

に

は
、之

と
仝

方

向

に
、
六

圖

S

P

よ

り

引

く

線

と
、
H
L

と

の

交
點

、
即

ち

P

に

消

失

す

る

も

の

で

あ

る
、
又

五

圖

の

C
C
´
、́
F
F
´
、́
の

樣
に
、
畫
面

と

四

十

五

度

の

角

を

な

す

線
（之

の

線

は

物

の

奥

行

を

量

る

爲

め
、便

宜

上

引

く

線
）
の
消
點

も
、前

法

と

同
樣

S

P

よ

り

四

十

五

度

の

角

に

引

く

線

と
、
H

L

と

の

交
點

D

P

に
消

失

す

る

も

の

で

あ

る
、
斯
樣

に

線

の
消

失
點

を

作

り

置

き
、此

透
視

圖

を
畫

く

の

で

あ

る
、先

づ

六

圖

B
´
C
´

と
、
P

と

を

結
ぴ

、洋
書

の

奥

行

三

尺

の
點

を

求

む

る

に

は
、
D

E

線

上
、右

に
C
´
（三

尺
）を

量

り
、
C
´
´
と

D

P

と

を

結

び
、
C
Ṕ

線

と

C

に

交

る
、
此

C
´

C

は

實

尺

三

尺

が
畫
面

に

現

は

る

奥

行

で

あ

る
、次

に

C

よ

り

水

平

に

線

を

引
き

、
B

を

得
、
又

本

の

奥

行

C

F

を

定

む

る

に

は
、
C
´
´
の

右

ヘ
F
´
´

を

量

り
、此
點

と

D

P

と

の

交
點

F

を

得

べ

し
、次

に

厚

さ

は
、
J

及

K

と

P

を

結

び

た

る

線

と
、
C

及

B

よ

り

の

垂

線

に

因

つ

て
、洋

書

を
畫

き

終

る

の

で

あ

る
、
以

上

は

透
視
畫

法

の

主

要

な

る

約

束

を

話

し

た

の

で
、
此

外
畫

面

内

に

於

て
、角

を

な

す

物
體

、及

傾

斜

す

る

物
體

、並

に

陰

影
畫

法

等

あ

れ

ど
、其

は

進

む

に

從

ひ
、
話

す

こ

と

に

し

て
、次

よ

り

は

題

を

設

け
、

説

明

し

ま

す
。

　

第
一

題

　

八
疊

敷

坐

敷

を
寫

す

こ

と
（第

七
圖

）

畫
者

の

高

三

尺
（坐

し

て
寫

生
す

る

場

合
）

畫
者

と
畫

面

の

距

離

一
間

半
（坐

敷

の

入

口

よ

り
、
又

云

ひ

替

れ

ば
、
畫

に



な

る
點

よ

り
、
畫
者

迄

の

距

離
）

畫
者

の

位

置

は
、坐

敷

の

中

央

よ

り
、少

し

く

右

に

片

寄

り

て

坐

す

こ

と
。

斯
樣

の
場

合

は
、透

視

圖

法

に

て
畫

く

に

は
、
始

に

A

B

線

を

引

き
、
比

例

尺

の

三

尺

を

以

て
、
間

口

二

間

A

B

を

量

り
、
三

尺

つ
ゝ

に

1

2

3

之

記

し
、
畫
者

の

位

置

は

中

央

ょ

り

少

し

右

に

寄

せ

て
、垂

線

を

引
、
畫
者

の

高

三

尺

P

を

記

し
、
P

を

通

し
、
H
L

水

平

線

を

引

き
、
P

よ

り

S

P
點

距

離

な

る

一
間

半

を

量

り

、奥

行

を

量

る

べ

き

D

P
（S

P

よ

り

四

十

五

度

の

線

を

引

き
、
H
L

と

交

る
點

）を

定

む
、斯

く

寸

法

を

記

し

た

る

後
、

奥

行

二

間

を

求

め

ん

と

せ

は
、
B

よ

り

D

P

に

引

く

線

と
、
A

P

線

と

の

交
點

C

に

し

て
、
又

三

尺

つ
ゝ

の
點

を

求

め

ん

に

は
、1

2

3

を
、
D

P

に

引

く
線

と
、
A

P

と

の

交
點
1
´
2
´
3
´
に

因

つ

て

知

る

事

が

出

來

ま

す
、次

に

1

2

3

よ

り
、
P

に

引

く
線

と
、
1
´
2
´
3
´
よ

り

水

平

に

引

く

線

に

因

て
、圖

に

示

す

如

く
、
疊

の
遠
近

圖

を
畫

か

れ

ま

す
、若

し

坐

敷

の

大

さ

を
畫

く

と

せ

は
、
B

F

(
B
よ

り

天

井

迄

の

高

）
A

E

を

立

て
、
E

F

よ

り

P

に

引

く

線

と
、
C
よ

り

の

垂

線

G
、又

G

よ

り

の

水

平

線

と

F

P

と

の

交
點

K

に

因

つ

て
、
坐

敷

の

奥

行

を
、
畫
く

こ

と

が

出

來

ま

す
。


